
第１回 ICTを活用した自立活動の効果的な指導の在り方検討会議 会議録 

令和３年６月2８日（月）１４：０0～1６：00 

のじぎく会館ふれあいルーム（オンライン参加有り） 

 

 

１ 開  会 

(1) 開会あいさつ 

 

(2) 座長選出 

 

 

２ 報告事項 

  教育委員会事務局特別支援教育課から県のICTへの取組及び本事業説明 

 

   

３ 協議事項 

テーマ「ICTを活用した自立活動の授業の取組と今後の方向性」 

 

①昨年度から児童生徒へのタブレットの購入が本格的に導入されているが、学校現場では

どのような状況か。 

 

〈研究指定校〉Ａ校では数年前から高等部の全員が、iPad１人１台を就学奨励費で購入し、

使用している。ただ、小学部、中学部はiPad１人１台を使える状況に至って

いない。今後、どのような活用ができるのか検討を始めた段階である。 

〈研究指定校〉Ｂ校では、今年度から就学奨励費を活用し、高等部の生徒に iPad１人１台購

入した。平成２３年、２４年度に福祉のまちづくり研究所と iPad を活用した

授業の研究を行い、少し古い iPad を活用しながらクラスに１台活用してい

た状況がある。今年度は高等部の生徒が１人１台購入しており、小中高各ク

ラスに１台は確実に利用できるようにはなっている。 

〈委員〉ＧＩＧＡスクール構想が入って、今まで使っていたタブレットが使えない状況

もあると聞いている。 

〈教育委員会〉県の施策としては、特別支援学校においてこれまでも iPad を導入してき

た。今後も iPad を１人１台導入していく。これまでもそしてこれからも変わ

らない状況にある。県立高等学校の方では、若干まだ仕様が固まらない状

況がある。 

 

 

 



②今後の研究の方向性について 

 

〈委員〉この研究において、子どもたちのモチベーションや学ぶ意欲をどう支援で

きるかが重要である。不登校の事例では、生徒が学校に行くことができた

り、視線入力装置の事例では、視線入力支援装置をうまく使うことはできな

かったが、ジェリービーンズスイッチ、棒スイッチをうまく取り入れ、子ども

たちのモチベーションや学びを引き出していったところはすごくよかった。 

また、不登校支援の目的は、学校に来させることではない。不登校だけど

学びたいとか、友達とは話したいとか、特定の友達や先生と話したいという

ニーズがあるはずである。そこのニーズを実現し、学びを広げていくことが

すごく大事である。ＩＣＴを使って子どもの学校に行きたいというニーズを

どう実現していくかが重要になる。視線入力支援装置の事例で感じたの

は、認知の高い生徒も視線入力装置を使って可能性を探ることもよいので

はないか。 

〈委員〉ＩＣＴを活用して子どもが将来的に社会的な自立を果たしていくことを考え

た時に、ＩＣＴの活用方法には子どもたち一人一人に合わせて夢があると感

じた。ＩＣＴを使う目的として自立に向けた力を育てること、使い方として

は、教育環境を個別に合わせる方法がある。例えば、意志表示のための視線

入力装置、不登校の児童生徒にはオンライン学習、難聴の場合、音声認識ソ

フトなど学習環境を整えることがあげられる。 

〈委員〉我が子の通う学校でICTの活用を見学した。先生方が授業でICTをとても

工夫し、使われていた。検討会議でほかの学校の様子を知り、それぞれの生

徒に応じた形でのＩＣＴの活用の仕方を学ぶことができた。今後、ＩＣＴの活

用の仕方を先生任せにするのではなく、保護者自身も学んでいく必要があ

ると考える。 

〈委員〉今は保護者もスマートフォンを使っている。また、学校もタブレットを中心に

使えるようになったので、保護者からもいろいろな意見を聞かせていただ

いたり、ＩＣＴを体験していただいたりして話が膨らめばと考える。 

〈委員〉特に、不登校の子どもへのＩＣＴ活用は地域の小中学校等の関心も高く、そ

の子に合わせて、ねらいをもって活用していく必要がある。ＩＣＴを使うこと

が目的にならないよう、個別の指導計画に基づいて活用することが大切だ

と考える。視線入力装置を使うことで子どもはどんな考えなのだろうと、教

師の主観だけでなく、教師がさらにその子どもの思いを考えていくことが

できる点でもとても有効であるとわかった。 

           また、小中学校、義務教育学校の授業の様子を見ている中で、現時点で

はまずは、ＩＣＴを使ってみる段階にあると考える。このような検討会議での

報告をいろんな機会に伝えていきたい。 

〈委員〉以前、特別支援学級の先生にタブレットの講習会を行った際、学校で導入さ

れた機器に先生の思いでアプリを入れることができなかった。管理しない

といけない部分と一方で、先生がある程度、自由にアプリを入れることがで

きるように考えていく必要がある。 



〈教育委員会〉昨年、ＧＩＧＡスクール構想で、Ａ校の児童も全員端末を使用し、クロームブッ

クを導入している。Ａ校の知的障害特別支援学級ではソーシャルスキルを身

につけるために支援サイトの画像や、アプリなどを利用した学習に取り組ん

でいる。現段階では、遠隔システムを利用した授業、不登校の児童生徒への

ＩＣＴの効果的な使用については、まだまだこれからという段階である。 

〈委員〉Ｃ校では、電子黒板の活用について先生が色々、試みている状況である。電

子黒板の導入前は、どうやって使うのかと不安に感じている先生も、実際に

導入をするとすぐにそのよさに目を向けて活用している。 

          ＩＣＴ機器を使用する上でどのツールをうまく活用して、ねらいをどのような

ところに持っていくのかを明確にしないといけない。また、ボタンやスイッチ

を子ども自身で操作するなどＩＣＴ機器は子どもが主体的に授業に関わるこ

とができる一つのアイテムだと感じた。ＩＣＴは子どもがこれまでできなかっ

たことあるいは、子どもの負担を減らすこともできるのではないかと考え

る。 

特別支援教育における遠隔の指導では、病弱教室で早く活用ができること

も今後、課題ではないかと考える。Ｃ校では、昨年、ビデオを作るのにあた

り、著作権や映像に関する問題点について話し合い、ガイドラインの作成を

行った。 

〈委員〉今後、このＩＣＴの機器を活用する上で、教師のＩＣＴ活用に対する力もつけな

ければならない。子どもたちが学校を卒業し、社会に出た時にこのＩＣＴの活

用がどのようにつながっていくのか、学校と社会のＩＣＴ化の進度も気にな

る。 

〈研究指定校〉A校では、電子黒板の導入や使用はとても早かった。授業への活用もスムー

ズだった。しかし、自立活動では、課題がある。自立活動の授業のどの場面

でICT機器を使うかまた、ツールとしてどうやって上手に使っていくのかと

いうようなことをしっかりと捉えきれていないところがある。この研究活動

を通してその点をしっかり取組んでいきたい。インクルデータベースのよう

に事例がたくさん蓄積されるような一年になればと考える。 

〈研究指定校〉昨年の１２月からＢ校では、今年度に向けてＩＣＴ教育の推進に取り組んでき

た。推進にあたり、全職員に共通化、共有化するように進めてきたが、まだ

まだ職員間に力量の差がある。意欲的に取組を進めている先生がいる一方

で５０代、６０代の先生の中で ICT の活用は難しいという意見がある。研修

を実施し、個々に合わせた道具としてＩＣＴが使えるようになっていければと

考える。本校にもクラスに入れない生徒が中学部や高等部におり、ウェブを

利用した学習活動に取組んでいる。 

 

③総括 

  

○ ２５年ほど前、特別支援学校の高等部で教えていた時、知的障害のある子どももワー

プロを含めて結構早くからキーボードを打つことができた。面と向かってのコミュニケ

ーションや文章の組み立て方が上手くできないことはあるが、はるかに特別支援学校



の子の入力の方が早かった。 

その当時、「知的障害のある子にコンピューター使わせてどうするのか。」とよく言わ

れた。この子ども達の表現方法は、言語のコミュニケーションは苦手かもしれないが、

他の手段で表現することができると伝えてきたが、なかなか理解してもらえないこと

があった。 

映画『自閉症の僕が飛び跳ねる理由』という主人公は特別支援学校の卒業生で自閉

症の特性が顕著で会話でのコミュニケーションが難しい。その主人公がワープロを覚

えたことにより自分がどうしてここでイライラしているのかや同じ行動をすることによ

って自分の気持ちをコントロールしていることを説明することができた。 

このことからもわかるように私たちは、表出の手段をしっかりと子どもたちに教える

ということがどれだけ重要なことかを改めて考えなければならない。ＩＣＴの活用を考

える際にまず、この辺をスタートに考えていきたい。ＩＣＴをほんの少し工夫しながら使

っていくだけでも、かなり子どもたちが変わっていく。 

知的障害を伴う子どもの自立活動を考えていく場合、知的機能にメインを置いた取

組で進めていくのかもしくは、適応機能にメインを置いた取組でしていくのか、それと

もそれに関連するような例えば不登校などをほかのことにメインを置いていくのか、こ

の３つに柱を絞っていく必要がある。 

   ＩＣＦの考え方では、知的障害をできるだけ知的機能というよりも適応機能の障害と

して見ていく方向性がある。要するに、一番困っているのは知的な機能が重度だから、

困っているというよりもそれに伴う様々な行動においてなかなかうまく適応できない

ことだとされている。この適応機能による障害に対してどのような形でＩＣＴを活用し、

カバーしていくことができるか自立活動の視点から考えていきたい。 

自立活動に関して、知的障害教育では自立活動を合わせた指導で行っているが、自

立活動の時間の指導をしていない学校が結構、多い。自立活動の時間の指導を置くこ

とは、自立活動が一本芯の通ったものになる。自立活動の中のどこにこのＩＣＴを活用し

ていくのかを皆で一緒に考えていきたい。 

この事業としては、ＩＣＴをメインに据えながら本県の特別支援学校における自立活動

の指導の現状と課題についてや外部専門家の活用、教員の専門性についてなど、自立

活動をもう少しうまく活用し、広げていき、その中でＩＣＴを使えるところについてはし

っかりと使っていこうという方向性がある。 

 子どもたちにとってＩＣＴをどのように活用したらいいのかを考え、「この時にＩＣＴを

活用したらきっと役に立つな」や「面白いだろうな」と子どもたちが興味関心を持てるよ

うなＩＣＴの活用を考えていければと願う。 

 

 


